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 １  冬の生活に関するアンケート調査結果  

 

アンケートは令和２年９月に実施し、無作為に抽出した市民の方と自治会長、計

3,000名に調査票を送付したもので、回答数は1639件、回答率は54.6％でした。 
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■基本項目■ 
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■冬の生活について■ 
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■間口の除雪について■ 
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■民間排雪について■ 
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■福祉除雪について■ 
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■小型除雪機械貸し出しについて■ 
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２  策定経過  

 
(１)北広島市雪対策基本計画策定検討委員会 

《設立趣旨》 

北広島市の総合的な雪対策を行うために策定する「北広島市雪対策基本計画」

に関し、冬期間の交通や市民生活に密接に関係する各分野からの委員により、

様々な立場から多様な視点で検討し提言書を作成するため、「北広島市雪対策基

本計画策定検討委員会」が設立されました。 

 

《委員》 

役職 氏名 委員区分 所属団体 

委員長 岸 邦宏 学識経験者 北海道大学大学院 

副委員長 佐藤 善太郎 学識経験者 星槎道都大学 

委 員 

伊藤 雅毅 交通関係者 北海道中央バス(株) 

河村 幹雄 除雪業者 北広島道路維持共同組合 

久保田 朋美 公募市民 市民 

小池 隆史 連合町内会 北広島連合町内会 

佐藤 麗子 公募市民 市民 

藤澤 宏 警察関係者 北海道警察厚別警察署 

三熊 秀範 社会福祉関係者 北広島市社会福祉協議会 

遊佐 充子 公募市民 市民 
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《開催状況》 

○第1回 北広島市雪対策基本計画策定検討委員会 

日時 令和4年7月25日（月） 18時30分～20時 

場所 北広島市役所本庁舎5階 委員会室 

内容 基本計画及び除雪の現状等に関する事務局説明、質疑応答 

主な意見  

・北広島市雪対策基本計画策定検討委員会と雪害検証・検討会議について 

・間口への置き雪という現状と課題について 

・除雪事業者を取り巻く環境は厳しい状況である 

・除雪事業者は経験豊富なオペレーターがいなくなっている 

 

○第2回 北広島市雪対策基本計画策定検討委員会 

日時 令和4年9月6日（火） 18時30分～19時30分 

場所 北広島市役所本庁舎５階 委員会室 

内容 北広島市雪対策基本計画（素案）について 

主な意見  

・除雪事業者として、除雪体制について、対策を実施していきたい 

・通常時の対応については、北広島市雪対策基本計画策定検討委員会で、 

 大雪時の対応については、雪害検証・検討会議で検討する 

・置き雪の処理について、市の除雪以外の方法として、事業者を増やす取

組ができないか 

・市の除雪の仕様があり、それを満たしているかというのは重要、その上

で市民が協力する 

 

○第3回 北広島市雪対策基本計画策定検討委員会 

日時 令和4年11月28日（月） 19時30分～20時30分 

場所 北広島市役所本庁舎５階 委員会室 

内容 パブリックコメントについて、北広島雪対策基本計画（案）について 

主な意見  

・除雪支援事業について、要望が増えてきているので、予算の確保を頑張

ってほしい 

・除雪事業者を取り巻く環境は厳しいが、頑張っていきたい 

・市民の協力は必要不可欠、市には除雪に関する情報を共有してほしい 

 

 

 

 (２)パブリックコメントの実施結果 

意見募集案件  

・北広島市雪対策基本計画（第2次）について 

担当課 

・建設部土木事務所 

意見募集期間  

・令和4年10月1日（土）から令和4年11月1日（火）まで 
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原案の公表場所（閲覧・配布） 

・市役所（土木事務所）及び各出張所 

・北広島市団地住民センター、エルフィンパーク、中央公民館、図書館、大曲ふれあい

学習センター（夢プラザ） 

・市ホームページ、広報北広島10月1日号（特集版） 

意見の提出方法 

・書面（様式自由）による提出 

・持参、郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれか 

・意見提出者は、住所・氏名を記入のこと 

意見 

・提出者数5名、提出件数30件の意見がありました。  
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３  道路区分による除雪水準等  
 

冬季における、道路の区分別の除雪水準は、概ね以下のとおりです。 

主要幹線道路（４車線） 

 

（１）雪のあまり多くない時期 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※目標基準：圧雪厚５cm以内 

 

 

 

（２）大雪時・厳冬期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

右折車があっても 
通行に支障がない幅員 

歩行に支障と 
ならない幅員 

歩道部 歩道部 車道部 車道部 

1.5車線以上を確保 

歩道部 歩道部 車道部 車道部 
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幹線道路（２車線） 

 

（１）雪のあまり多くない時期 

 

 

 

 

 

 

 

 
※目標基準：圧雪厚20cm以内 

 

 

 

 

（２）大雪時・厳冬期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

小型車とのすれ違いが 
できる幅員 

歩行に支障と 
ならない幅員 

歩道部 歩道部 車道部 

歩道部 歩道部 車道部 
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生活道路 

 

（１）雪のあまり多くない時期 
 

 

 

 

 

 

 

 
※目標基準：圧雪厚30cm以内 

 

 

 

 

 

（２）大雪時・厳冬期 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緊急車両が 
通行できる幅員 

1車線＋歩行空間 
以上を確保 

用地幅 

用地幅 
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 ４  大雪時における今後の対策 
 

市では、令和3年（2021年）度に発生した大雪の際に経験した公共交通機関の運

休や市内各所での渋滞発生、生活道路での除排雪の遅れなど市民生活や経済活動に

与えた大きな影響を踏まえ、今後想定される大雪に備え、その影響を最小限にとど

めるために検証と検討を行い、大雪時における除雪方針を策定しました。 
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 ５  冬の暮らしに必要なルールに関係する法令  
 

本編に示す冬の暮らしに必要なルールに関する根拠法令は、以下のとおりです。 

①道路へ雪を出さない 

〇道路法（昭和27年６月10日 法律第180号） 
（道路に関する禁止行為） 

第43条 何人も道路に関し、左に掲げる行為をしてはならない。 

(2) みだりに道路に土石、竹木等の物件をたい積し、その他道路の構造又は交通

に支障を及ぼす虞のある行為をすること。 

［罰則：第100条第１項第３号…１年以下の懲役又は50万円以下の罰金］ 

○道路交通法（昭和35年６月25日 法律第105号） 
（禁止行為） 

第76条 

３ 何人も、交通の妨害となるような方法で物件をみだりに道路に置いてはならな

い。 

［罰則：第119条第１項第12号の４…３月以下の懲役又は５万円以下の罰金） 

４ 何人も、次の各号に掲げる行為は、してはならない。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、道路又は交通の状況により、公安委員会が、道

路における交通の危険を生じさせ、又は著しく交通の妨害となるおそれがある

と認めて定めた行為 

［罰則：第120条第１項第９号…５万円以下の罰金］ 

○道路交通法施行細則（昭和47年11月20日 北海道公安委員会規則第11号） 
（道路における禁止行為） 

第19条 法第76条第４項第７号の規定による道路における禁止行為は、次の各号に

掲げるものとする。 

(2) みだりに交通の妨害となるように道路にどろ土、雪、ごみ、ガラス片その他

これらに類する物をまき、又は捨てること。 
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②路上駐車をしない 

○自動車の保管場所の確保等に関する法律（昭和37年６月１日 法律第145号） 
（保管場所としての道路の使用の禁止） 

第11条 何人も、道路上の場所を自動車の保管場所として使用してはならない。 

［罰則：第17条第１項第２号…３月以下の懲役又は20万円以下の罰金］ 

２ 何人も、次の各号に掲げる行為は、してはならない。 

(1) 自動車が道路上の同一の場所に引き続き12 時間以上駐車することとなるよ

うな行為 

(2) 自動車が夜間（日没時から日出時までの時間をいう。）に道路上の同一の場

所に引き続き８時間以上駐車することとなるような行為 

［罰則：第17条第２項第２号…20万円以下の罰金］ 

 

③作業の支障となるもの（歩車道の段差解消ブロックなど）を道路に置かない 
・道路法第43条（前頁「①道路へ雪を出さない」参照） 

・道路交通法第76条（前頁「①道路へ雪を出さない」参照） 

 

④河川に投雪をしない 

○河川法施行令（昭和40年２月11日 政令第14号） 
（河川の流水等について河川管理上支障を及ぼすおそれのある行為の禁止） 

第16条の４ 何人も、みだりに次に掲げる行為をしてはならない。 

(2) 河川区域内の土地（中略）に土石（砂を含む。以下同じ。）又はごみ、ふん

尿、鳥獣の死体その他の汚物若しくは廃物を捨てること。ただし、河川区域内

において農業、林業又は漁業を営むために通常行われる行為は、この限りでな

い。 

［罰則：第59条第２項…３月以下の懲役又は20万円以下の罰金］ 
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⑤マンホールや雨水桝に投雪をしない 

○下水道法（昭和33年４月24日 法律第79号） 
（公共下水道管理者以外の者の行う工事等） 

第16条 公共下水道管理者以外の者は、公共下水道管理者の承認を受けて、公共下

水道の施設に関する工事又は公共下水道の施設の維持を行うことができる。ただ

し、公共下水道の施設の維持で政令で定める軽微なものについては、承認を受け

ることを要しない。 

［罰則１：第45条第１項…公共下水道（中略）の施設を損壊し、その他公共

下水道（中略）の施設の機能に障害を与えて下水の排除を妨害した者…５

年以下の懲役又は100万円以下の罰金］ 

［罰則２：第45条第２項…みだりに公共下水道（中略）の施設を操作し、よ

って下水の排除を妨害した者…２年以下の懲役又は50万円以下の罰金］ 

 

⑥屋根からの雪を道路に落とさない 

○北海道建築基準法施行条例（昭和35年７月30日 条例第33号） 
（氷雪の落下による危害の防止） 

第13条 多雪区域（令第86条第２項ただし書の規定により指定された区域をいう。

以下同じ。）内においては、道路境界線又は隣地境界線に近接していて氷雪の落

下による危害を生ずるおそれのある建築物には雪止めを設け、かつ、屋根又は天

井を規則で定める構造とする等、雪滑り及び氷の落下を防止するため有効な措置

を講じなければならない。 

［罰則：第63条…50万円以下の罰金］ 
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 ６  通学路の定義・基準  
 

「交通安全施設等整備事業の推進に関する法律施行令」における通学路の定義

は、以下のとおりです。 

○交通安全施設等整備事業の推進に関する法律施行令 

（昭和41年４月１日 政令第103号） 
第４条 

(1) 児童又は幼児が小学校（特別支援学校の小学部を含む。）若しくは幼稚園又

は保育所（以下これらを「小学校等」という。）に通うため１日につきおおむ

ね40人以上通行する道路の区間 

(2) 前号に掲げるもののほか、児童又は幼児が小学校等に通うため通行する道路

の区間で、小学校等の敷地の出入口から１キロメートル以内の区域に存し、か

つ、児童又は幼児の通行の安全を特に確保する必要があるもの 

 

 
 


